
 
 
 
                                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
〇 特集 負の連鎖を断つ！ 

福祉と司法のはざまに置かれる人々の支援        ｐ１ 
〇 ふくおか“きずな”フェスティバル 報告          ｐ４ 
〇 みんなが主役の元気な地域づくりセミナー 報告      ｐ５ 
〇 社会福祉施設 種別協議会活動紹介           ｐ７ 
〇 赤い羽根共同募金                   ｐ８ 
〇 ふくふくＩＮＦＯ                   ｐ９ 

今  号  の  内  容 参加者１１００人で 
レクリエーション実践 

（５頁参照） 

 
 
 
                                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
〇 特集 負の連鎖を断つ！ 

福祉と司法のはざまに置かれる人々の支援        ｐ１ 
〇 ふくおか“きずな”フェスティバル 報告          ｐ４ 
〇 みんなが主役の元気な地域づくりセミナー 報告      ｐ５ 
〇 社会福祉施設 種別協議会活動紹介           ｐ７ 
〇 赤い羽根共同募金                   ｐ８ 
〇 ふくふくＩＮＦＯ                   ｐ９ 

今  号  の  内  容 参加者１１００人で 
レクリエーション実践 

（５頁参照） 



福
岡
県
地
域
生
活
定
着
支
援 

セ
ン
タ
ー
の
取
組 

福
岡
県
で
は
、
平
成

年
に
地
域
生
活

定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、現
在
６

名
体
制
で
特
定
非
営
利
活
動
法
人
抱
樸（
ほ

う
ぼ
く
）
が
運
営
し
て
い
ま
す
。 

主
な
業
務
と
し
て
は
次
の
３
つ
が
あ
り

ま
す
。（
表
４
参
照
）

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務

保
護
観
察
所
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、矯

正
施
設
入
所
者
を
対
象
と
し
て
、退
所
後
の

生
活
に
お
い
て
必
要
な
諸
般
の
福
祉
的
手

立
て
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

主
な
支
援
と
し
て
、
対
象
者
と
の
面
接
・

ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
支
援
の
方
向
性
の
検
討
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
者
手
帳
の
申

請
支
援
、受
入
先
の
選
定
及
び
確
保
等
で
す
。

ま
た
、
矯
正
施
設
退
所
時
に
同
行
し
て
、

受
入
先
へ
の
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

依
頼
か
ら
出
所
日
ま
で
概
ね
６
ヶ
月
以

上
の
期
間
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、刑
期

が
短
い
等
、
個
々
の
事
情
に
よ
り
、
期
間
が

６
ヶ
月
に
満
た
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
の
大
半
が

特
別
調
整
で
す
。こ
れ
に
対
し
、帰
住
先
は

あ
る
が
福
祉
的
支
援
が
必
要
な
者
に
対
す

る
支
援
を
一
般
調
整
と
呼
び
ま
す
。

②
相
談
支
援
業
務

既
に
矯
正
施
設
を
退
所
し
た
者
及
び
そ

の
他
セ
ン
タ
ー
が
福
祉
的
な
支
援
を
必
要

と
す
る
と
認
め
る
者
に
つ
い
て
、本
人
又
は

関
係
機
関
か
ら
の
相
談
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、福
祉
事
務

所
、医
療
機
関
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

③
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務

受
入
先
へ
繋
い
だ
後
も
、安
定
し
た
地
域

生
活
の
実
現
の
た
め
に
、一
定
期
間
継
続
し

て
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、出
所
後
も

対
象
者
に
寄
り
添
っ
て
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
受
入
先
施
設
等
に
対
し
て
、処
遇

面
の
助
言
や
合
同
支
援
会
議
の
実
施
、関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
の
調
整
等
も
行
い
ま
す
。

福
岡
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー

の
小
畑
孝
仁
氏（
今
年
４
月
か
ら
セ
ン
タ

ー
長
就
任
予
定
）に
よ
る
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
業
務
よ
り
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務

の
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
対
象
者
の
帰
住
先
は
、
単
身
居
宅
、福
祉

事
業
所
、更
生
保
護
施
設
、
救
護
施
設
等
入

居
の
形
態
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
単
身
居
宅
の
場
合
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
社
会
資
源
に
つ
な
が
り
に
く
く
、利
用

で
き
る
資
源
が
な
い
た
め
、セ
ン
タ
ー
で
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
長
期
化
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
中
の
対

象
者
は
、生
活
保
護
や
年
金
受
給
に
よ
る
家

計
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
就

労
に
よ
る
給
与
収
入
の
み
で
生
計
を
立
て

て
い
る
人
も
い
ま
す
。」
と
小
畑
氏
は
言
い

ま
す
。

司
法
か
ら
福
祉
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
中

で
、次
の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

①
矯
正
施
設
内
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、面
談

回
数
や
時
間
等
に
限
界
が
あ
る
。素
顔
の

本
人
が
見
え
な
い
、生
活
実
態
が
つ
か
め

な
い
等
。（
更
生
施
設
等
の
中
間
施
設
を

経
由
す
る
こ
と
で
、
面
会
、
見
学
、
体
験

利
用
等
の
段
取
り
は
可
能
）

②
車
い
す
等
身
体
的
理
由
に
よ
り
中
間
施

設
の
利
用
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

③
受
入
れ
先
や
地
域
社
会
で
受
刑
者
に
対

す
る
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、不
安
感
が

あ
る
。

④
措
置
権
者
決
定
や
帰
住
地
決
定
に
つ
い

て
、
本
籍
地
、
住
民
票
、
現
在
地
、
帰
住

希
望
地
等
が
交
錯
す
る
こ
と
が
あ
る
。

⑤
利
用
者
の
判
断
能
力
の
低
下
、福
祉
へ
の

認
識
・
経
験
不
足
が
あ
る
。

地域生活定着支援センター 

矯正施設(刑務所)で対象者選定 

保護観察所で対象者認定 

特別調整等協力依頼 

対象者との面会(アセスメント) 

福祉サービス等調整計画の作成、 

保護観察所に提出 

受入れ先施設等確保のための調整 
 
※本人が県外へ帰住を希望する場合は、帰
住先のセンターに協力依頼 

福祉サービス等の申請支援 

刑務所出所後の受入れ先施設等の 

確保 

更生保護施設等の 
中間施設への一時 
入所(原則６か月) 

対象者刑務所出所 

受入れ先施設と対象者の面談 

地域生活定着支援センターの主な業務

受入先施設等 

相談支援 

フォローアップ 

【表４】                                   

福
岡
刑
務
所
の
取
組 

収
容
定
員
１
９
０
０
人
を
超
え
る
福
岡

刑
務
所
で
は
、高
齢
者
や
障
害
者
が
年
々
増

加
し
て
お
り
、
平
成

年
度
か
ら
彼
ら
を

支
援
す
る
た
め
の
福
祉
専
門
官（
社
会
福
祉

士
）が
配
置
さ
れ
、福
祉
の
視
点
を
持
っ
た

処
遇
や
退
所
へ
向
け
た
支
援
等
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

刑
務
所
で
受
刑
者
の
処
遇
や
社
会
復
帰

を
支
援
す
る
上
席
統
括
矯
正
処
遇
官
（
審

査
・
保
護
担
当
）の
松
﨑
隆
洋
氏
は
、「
高

齢
や
障
害
に
よ
る
処
遇
上
の
配
慮
も
行
っ

て
い
ま
す
。障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
が
少
な

い
た
め
、退
所
後
を
見
据
え
た
手
帳
取
得
も

進
め
て
い
ま
す
が
、住
所
地
の
問
題
等
が
あ

り
、
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
、

療
育
手
帳
６
件
、身
体
障
害
者
手
帳
１
件
の

交
付
申
請
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。高
齢
者
の

介
護
保
険
申
請
は
、も
っ
と
厳
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
す
。

矯
正
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
自
立
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者
が
、
釈
放
後
、円
滑

に
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
、社
会
内
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
制
度
を
「
特
別
調

整
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
対
象
者
と
な
る
要

件
は
表
１
の
と
お
り
で
、
平
成

年
に
特

別
調
整
制
度
の
支
援
を
受
け
て
出
所
し
た

人
数
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

松
﨑
氏
は
、「
社
会
復
帰
に
向
け
て
、様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
特
に
大
き
い
の
が
、

長
年
刑
務
所
で
の
生
活
を
繰
り
返
し
た
累

犯
者
は
、福
祉
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
対

す
る
拒
否
感
が
強
い
た
め
、福
祉
等
に
関
す

る
理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、雑
居
房
等
で
受
入
施
設
の
話
が
漏

れ
る
と
困
る
た
め
、出
所
直
前
ま
で
施
設
の

詳
細
は
伝
え
ら
れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ

も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、住
所
が
な
い
場
合

も
多
く
、出
所
後
の
生
活
保
護
の
受
給
申
請

や
口
座
開
設
等
に
影
響
が
出
て
き
ま
す
。」

と
強
調
し
ま
す
。

特
別
調
整
対
象
者
の
出
所
直
後
の
行
き

先
と
し
て
、
現
在
、
更
生
保
護
施
設
や
自
立

準
備
ホ
ー
ム
等
と
い
っ
た
中
間
施
設
が
多

く
を
占
め
て
い
ま
す
。（
表
３
）

自
立
準
備
ホ
ー
ム
は
、障
害
者
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
老
人
福
祉
施
設
を
運
営
し
て

い
る
法
人
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

中
間
施
設
か
ら
福
祉
へ
の
橋
渡
し
の
施
設

と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
別
調
整
対
象
者
を
福
祉

へ
橋
渡
し
す
る
機
関
と
し
て
、各
都
道
府
県

に
設
置
さ
れ
て
い
る「
地
域
生
活
定
着
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
刑
務
所
と
し
て

も
、
セ
ン
タ
ー
が
関
わ
る
こ
と
で
、
受
刑
者

が
再
び
刑
務
所
に
入
所
す
る
割
合
が
減
っ

て
き
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

松
﨑
氏
は「
累
犯
者
の
多
く
は
、
決
し
て

凶
悪
犯
罪
者
と
い
う
訳
で
は
な
く
、出
所
後

に
生
活
に
困
窮
し
て
行
き
場
が
な
く
、や
む

な
く
無
銭
飲
食
等
の
軽
犯
罪
を
犯
し
た
社

会
的
な
弱
者
な
の
で
す
。彼
ら
の
更
生
の
た

め
、福
祉
の
方
々
の
理
解
も
深
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。」
と
福
祉
施
設
へ
の
受

入
れ
に
期
待
を
込
め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

福岡刑務所 特別
調整対象者の内訳
（平成 年）
区分 人数

高齢者 １４
知的障害者 ３
知的・身体 ２
精神障害者
身体・精神
身体障害者

特別調整対象者 出所後
の行先（平成 年）

区分 人数
更生保護施設 ５
自立準備ホーム １４
障害者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ １
病院
アパート

刑務所等の矯正施設の受刑者には、高齢や障害のため、出所しても行き場がなく、やむなく再び犯罪を繰り返す累
犯者となる人が後を絶ちません。福祉的な支援や人との繋がり等がないまま社会に戻ることで悲劇が繰り返されます。
現在、このような負の連鎖を断ち切る取組が、司法と福祉の連携により進められています。
本号では支援の担い手である刑務所や地域生活定着支援センター、受け皿となる福祉施設に焦点を当て、その取

組を紹介します。

特別調整対象者の要件
・高齢（概ね 歳以上）または障害
（身体、知的、精神）があること
・釈放後の住居がないこと
・福祉サービスを受ける必要があると認
められること
・円滑な社会復帰のため特別調整対
象者となることが相当と認められること
・本人が特別調整対象者になることを
希望していること
・個人情報の提供に同意していること

上記すべてに該当するもの

【表２】 

【表３】 

【表１】 

特集 

福
岡
刑
務
所
の
取
組

　

収
容
定
員
１
９
０
０
人
を
超
え
る
福
岡

刑
務
所
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
彼
ら

を
支
援
す
る
た
め
の
福
祉
専
門
官
（
社
会

福
祉
士
）
が
配
置
さ
れ
、
福
祉
の
視
点
を

持
っ
た
処
遇
や
退
所
へ
向
け
た
支
援
等
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

刑
務
所
で
受
刑
者
の
処
遇
や
社
会
復
帰

を
支
援
す
る
上
席
統
括
矯
正
処
遇
官
（
審

査
・
保
護
担
当
）
の
松
﨑 

隆
洋 

氏
は
、「
高

齢
や
障
害
に
よ
る
処
遇
上
の
配
慮
も
行
っ

て
い
ま
す
。
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
が
少

な
い
た
め
、
退
所
後
を
見
据
え
た
手
帳
取

得
も
進
め
て
い
ま
す
が
、
住
所
地
の
問
題

等
が
あ
り
、
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
今

年
度
は
、
療
育
手
帳
６
件
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
件
の
交
付
申
請
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
介
護
保
険
申
請
は
、
も
っ

と
厳
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。」
と
話
し

ま
す
。

　

矯
正
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
自
立
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者
が
、
釈
放
後
、
円

滑
に
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
、
社
会
内
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
制
度
を
「
特

別
調
整
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
対
象
者
と

な
る
要
件
は
表
１
の
と
お
り
で
、
平
成
27

年
に
特
別
調
整
制
度
の
支
援
を
受
け
て
出

所
し
た
人
数
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

松
﨑
氏
は
、「
社
会
復
帰
に
向
け
て
、

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
特
に
大
き
い

の
が
、
長
年
刑
務
所
で
の
生
活
を
繰
り
返

し
た
累
犯
者
は
、
福
祉
に
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
対
す
る
拒
否
感
が
強
い
た
め
、
福

祉
等
に
関
す
る
理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
雑
居
房
等
で
受

入
施
設
の
話
が
漏
れ
る
と
困
る
た
め
、
出

所
直
前
ま
で
施
設
の
詳
細
は
伝
え
ら
れ
な

い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
住
所
が
な
い
場
合
も
多
く
、
出
所
後

の
生
活
保
護
の
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高齢者 １４
知的障害者 ３
知的・身体 ２
精神障害者
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身体障害者

特別調整対象者 出所後
の行先（平成 年）

区分 人数
更生保護施設 ５
自立準備ホーム １４
障害者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ １
病院
アパート

刑務所等の矯正施設の受刑者には、高齢や障害のため、出所しても行き場がなく、やむなく再び犯罪を繰り返す累
犯者となる人が後を絶ちません。福祉的な支援や人との繋がり等がないまま社会に戻ることで悲劇が繰り返されます。
現在、このような負の連鎖を断ち切る取組が、司法と福祉の連携により進められています。
本号では支援の担い手である刑務所や地域生活定着支援センター、受け皿となる福祉施設に焦点を当て、その取

組を紹介します。
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象者となることが相当と認められること
・本人が特別調整対象者になることを
希望していること
・個人情報の提供に同意していること
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お
り
で
、
平
成

年
に
特

別
調
整
制
度
の
支
援
を
受
け
て
出
所
し
た

人
数
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

松
﨑
氏
は
、「
社
会
復
帰
に
向
け
て
、様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
特
に
大
き
い
の
が
、

長
年
刑
務
所
で
の
生
活
を
繰
り
返
し
た
累

犯
者
は
、福
祉
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
対

す
る
拒
否
感
が
強
い
た
め
、福
祉
等
に
関
す

る
理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、雑
居
房
等
で
受
入
施
設
の
話
が
漏

れ
る
と
困
る
た
め
、出
所
直
前
ま
で
施
設
の

詳
細
は
伝
え
ら
れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ

も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、住
所
が
な
い
場
合

も
多
く
、出
所
後
の
生
活
保
護
の
受
給
申
請

や
口
座
開
設
等
に
影
響
が
出
て
き
ま
す
。」

と
強
調
し
ま
す
。

特
別
調
整
対
象
者
の
出
所
直
後
の
行
き

先
と
し
て
、
現
在
、
更
生
保
護
施
設
や
自
立

準
備
ホ
ー
ム
等
と
い
っ
た
中
間
施
設
が
多

く
を
占
め
て
い
ま
す
。（
表
３
）

自
立
準
備
ホ
ー
ム
は
、障
害
者
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
老
人
福
祉
施
設
を
運
営
し
て

い
る
法
人
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

中
間
施
設
か
ら
福
祉
へ
の
橋
渡
し
の
施
設

と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
別
調
整
対
象
者
を
福
祉

へ
橋
渡
し
す
る
機
関
と
し
て
、各
都
道
府
県

に
設
置
さ
れ
て
い
る「
地
域
生
活
定
着
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
刑
務
所
と
し
て

も
、
セ
ン
タ
ー
が
関
わ
る
こ
と
で
、
受
刑
者

が
再
び
刑
務
所
に
入
所
す
る
割
合
が
減
っ

て
き
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

松
﨑
氏
は「
累
犯
者
の
多
く
は
、
決
し
て

凶
悪
犯
罪
者
と
い
う
訳
で
は
な
く
、出
所
後

に
生
活
に
困
窮
し
て
行
き
場
が
な
く
、や
む

な
く
無
銭
飲
食
等
の
軽
犯
罪
を
犯
し
た
社

会
的
な
弱
者
な
の
で
す
。彼
ら
の
更
生
の
た

め
、福
祉
の
方
々
の
理
解
も
深
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。」
と
福
祉
施
設
へ
の
受

入
れ
に
期
待
を
込
め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

福岡刑務所 特別
調整対象者の内訳
（平成 年）
区分 人数

高齢者 １４
知的障害者 ３
知的・身体 ２
精神障害者
身体・精神
身体障害者

特別調整対象者 出所後
の行先（平成 年）

区分 人数
更生保護施設 ５
自立準備ホーム １４
障害者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ １
病院
アパート

刑務所等の矯正施設の受刑者には、高齢や障害のため、出所しても行き場がなく、やむなく再び犯罪を繰り返す累
犯者となる人が後を絶ちません。福祉的な支援や人との繋がり等がないまま社会に戻ることで悲劇が繰り返されます。
現在、このような負の連鎖を断ち切る取組が、司法と福祉の連携により進められています。
本号では支援の担い手である刑務所や地域生活定着支援センター、受け皿となる福祉施設に焦点を当て、その取

組を紹介します。

特別調整対象者の要件
・高齢（概ね 歳以上）または障害
（身体、知的、精神）があること
・釈放後の住居がないこと
・福祉サービスを受ける必要があると認
められること
・円滑な社会復帰のため特別調整対
象者となることが相当と認められること
・本人が特別調整対象者になることを
希望していること
・個人情報の提供に同意していること

上記すべてに該当するもの

【表２】 

【表３】 

【表１】 

特集 
                                  

福
岡
刑
務
所
の
取
組 

収
容
定
員
１
９
０
０
人
を
超
え
る
福
岡

刑
務
所
で
は
、高
齢
者
や
障
害
者
が
年
々
増

加
し
て
お
り
、
平
成

年
度
か
ら
彼
ら
を

支
援
す
る
た
め
の
福
祉
専
門
官（
社
会
福
祉

士
）が
配
置
さ
れ
、福
祉
の
視
点
を
持
っ
た

処
遇
や
退
所
へ
向
け
た
支
援
等
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

刑
務
所
で
受
刑
者
の
処
遇
や
社
会
復
帰

を
支
援
す
る
上
席
統
括
矯
正
処
遇
官
（
審

査
・
保
護
担
当
）の
松
﨑
隆
洋
氏
は
、「
高

齢
や
障
害
に
よ
る
処
遇
上
の
配
慮
も
行
っ

て
い
ま
す
。障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
が
少
な

い
た
め
、退
所
後
を
見
据
え
た
手
帳
取
得
も

進
め
て
い
ま
す
が
、住
所
地
の
問
題
等
が
あ

り
、
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
、

療
育
手
帳
６
件
、身
体
障
害
者
手
帳
１
件
の

交
付
申
請
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。高
齢
者
の

介
護
保
険
申
請
は
、も
っ
と
厳
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
す
。

矯
正
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
自
立
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者
が
、
釈
放
後
、円
滑

に
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
、社
会
内
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
制
度
を
「
特
別
調

整
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
対
象
者
と
な
る
要

件
は
表
１
の
と
お
り
で
、
平
成

年
に
特

別
調
整
制
度
の
支
援
を
受
け
て
出
所
し
た

人
数
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

松
﨑
氏
は
、「
社
会
復
帰
に
向
け
て
、様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
特
に
大
き
い
の
が
、

長
年
刑
務
所
で
の
生
活
を
繰
り
返
し
た
累

犯
者
は
、福
祉
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
対

す
る
拒
否
感
が
強
い
た
め
、福
祉
等
に
関
す

る
理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、雑
居
房
等
で
受
入
施
設
の
話
が
漏

れ
る
と
困
る
た
め
、出
所
直
前
ま
で
施
設
の

詳
細
は
伝
え
ら
れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ

も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、住
所
が
な
い
場
合

も
多
く
、出
所
後
の
生
活
保
護
の
受
給
申
請

や
口
座
開
設
等
に
影
響
が
出
て
き
ま
す
。」

と
強
調
し
ま
す
。

特
別
調
整
対
象
者
の
出
所
直
後
の
行
き

先
と
し
て
、
現
在
、更
生
保
護
施
設
や
自
立

準
備
ホ
ー
ム
等
と
い
っ
た
中
間
施
設
が
多

く
を
占
め
て
い
ま
す
。（
表
３
）

自
立
準
備
ホ
ー
ム
は
、障
害
者
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
老
人
福
祉
施
設
を
運
営
し
て

い
る
法
人
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

中
間
施
設
か
ら
福
祉
へ
の
橋
渡
し
の
施
設

と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
別
調
整
対
象
者
を
福
祉

へ
橋
渡
し
す
る
機
関
と
し
て
、各
都
道
府
県

に
設
置
さ
れ
て
い
る「
地
域
生
活
定
着
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
刑
務
所
と
し
て

も
、
セ
ン
タ
ー
が
関
わ
る
こ
と
で
、
受
刑
者

が
再
び
刑
務
所
に
入
所
す
る
割
合
が
減
っ

て
き
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

松
﨑
氏
は「
累
犯
者
の
多
く
は
、決
し
て

凶
悪
犯
罪
者
と
い
う
訳
で
は
な
く
、出
所
後

に
生
活
に
困
窮
し
て
行
き
場
が
な
く
、や
む

な
く
無
銭
飲
食
等
の
軽
犯
罪
を
犯
し
た
社

会
的
な
弱
者
な
の
で
す
。彼
ら
の
更
生
の
た

め
、福
祉
の
方
々
の
理
解
も
深
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。」
と
福
祉
施
設
へ
の
受

入
れ
に
期
待
を
込
め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

福岡刑務所 特別
調整対象者の内訳
（平成 年）
区分 人数

高齢者 １４
知的障害者 ３
知的・身体 ２
精神障害者
身体・精神
身体障害者

特別調整対象者 出所後
の行先（平成 年）

区分 人数
更生保護施設 ５
自立準備ホーム １４
障害者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ １
病院
アパート

刑務所等の矯正施設の受刑者には、高齢や障害のため、出所しても行き場がなく、やむなく再び犯罪を繰り返す累
犯者となる人が後を絶ちません。福祉的な支援や人との繋がり等がないまま社会に戻ることで悲劇が繰り返されます。
現在、このような負の連鎖を断ち切る取組が、司法と福祉の連携により進められています。
本号では支援の担い手である刑務所や地域生活定着支援センター、受け皿となる福祉施設に焦点を当て、その取

組を紹介します。

特別調整対象者の要件
・高齢（概ね 歳以上）または障害
（身体、知的、精神）があること
・釈放後の住居がないこと
・福祉サービスを受ける必要があると認
められること
・円滑な社会復帰のため特別調整対
象者となることが相当と認められること
・本人が特別調整対象者になることを
希望していること
・個人情報の提供に同意していること

上記すべてに該当するもの
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【表３】 
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福
岡
県
地
域
生
活
定
着
支
援 

セ
ン
タ
ー
の
取
組 

福
岡
県
で
は
、
平
成

年
に
地
域
生
活

定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、現
在
６

名
体
制
で
特
定
非
営
利
活
動
法
人
抱
樸（
ほ

う
ぼ
く
）
が
運
営
し
て
い
ま
す
。 

主
な
業
務
と
し
て
は
次
の
３
つ
が
あ
り

ま
す
。（
表
４
参
照
）

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務

保
護
観
察
所
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、矯

正
施
設
入
所
者
を
対
象
と
し
て
、退
所
後
の

生
活
に
お
い
て
必
要
な
諸
般
の
福
祉
的
手

立
て
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

主
な
支
援
と
し
て
、
対
象
者
と
の
面
接
・

ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
支
援
の
方
向
性
の
検
討
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
者
手
帳
の
申

請
支
援
、受
入
先
の
選
定
及
び
確
保
等
で
す
。

ま
た
、
矯
正
施
設
退
所
時
に
同
行
し
て
、

受
入
先
へ
の
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

依
頼
か
ら
出
所
日
ま
で
概
ね
６
ヶ
月
以

上
の
期
間
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、刑
期

が
短
い
等
、
個
々
の
事
情
に
よ
り
、
期
間
が

６
ヶ
月
に
満
た
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
の
大
半
が

特
別
調
整
で
す
。こ
れ
に
対
し
、帰
住
先
は

あ
る
が
福
祉
的
支
援
が
必
要
な
者
に
対
す

る
支
援
を
一
般
調
整
と
呼
び
ま
す
。

②
相
談
支
援
業
務

既
に
矯
正
施
設
を
退
所
し
た
者
及
び
そ

の
他
セ
ン
タ
ー
が
福
祉
的
な
支
援
を
必
要

と
す
る
と
認
め
る
者
に
つ
い
て
、本
人
又
は

関
係
機
関
か
ら
の
相
談
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、福
祉
事
務

所
、医
療
機
関
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

③
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務

受
入
先
へ
繋
い
だ
後
も
、安
定
し
た
地
域

生
活
の
実
現
の
た
め
に
、一
定
期
間
継
続
し

て
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、出
所
後
も

対
象
者
に
寄
り
添
っ
て
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
受
入
先
施
設
等
に
対
し
て
、処
遇

面
の
助
言
や
合
同
支
援
会
議
の
実
施
、関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
の
調
整
等
も
行
い
ま
す
。

福
岡
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー

の
小
畑
孝
仁
氏（
今
年
４
月
か
ら
セ
ン
タ

ー
長
就
任
予
定
）に
よ
る
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
業
務
よ
り
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務

の
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
対
象
者
の
帰
住
先
は
、
単
身
居
宅
、福
祉

事
業
所
、更
生
保
護
施
設
、
救
護
施
設
等
入

居
の
形
態
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
単
身
居
宅
の
場
合
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
社
会
資
源
に
つ
な
が
り
に
く
く
、利
用

で
き
る
資
源
が
な
い
た
め
、セ
ン
タ
ー
で
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
長
期
化
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
中
の
対

象
者
は
、生
活
保
護
や
年
金
受
給
に
よ
る
家

計
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
就

労
に
よ
る
給
与
収
入
の
み
で
生
計
を
立
て

て
い
る
人
も
い
ま
す
。」
と
小
畑
氏
は
言
い

ま
す
。

司
法
か
ら
福
祉
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
中

で
、次
の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

①
矯
正
施
設
内
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、面
談

回
数
や
時
間
等
に
限
界
が
あ
る
。素
顔
の

本
人
が
見
え
な
い
、生
活
実
態
が
つ
か
め

な
い
等
。（
更
生
施
設
等
の
中
間
施
設
を

経
由
す
る
こ
と
で
、
面
会
、
見
学
、
体
験

利
用
等
の
段
取
り
は
可
能
）

②
車
い
す
等
身
体
的
理
由
に
よ
り
中
間
施

設
の
利
用
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

③
受
入
れ
先
や
地
域
社
会
で
受
刑
者
に
対

す
る
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、不
安
感
が

あ
る
。

④
措
置
権
者
決
定
や
帰
住
地
決
定
に
つ
い

て
、
本
籍
地
、
住
民
票
、
現
在
地
、
帰
住

希
望
地
等
が
交
錯
す
る
こ
と
が
あ
る
。

⑤
利
用
者
の
判
断
能
力
の
低
下
、福
祉
へ
の

認
識
・
経
験
不
足
が
あ
る
。

地域生活定着支援センター 

矯正施設(刑務所)で対象者選定 

保護観察所で対象者認定 

特別調整等協力依頼 

対象者との面会(アセスメント) 

福祉サービス等調整計画の作成、 

保護観察所に提出 

受入れ先施設等確保のための調整 
 
※本人が県外へ帰住を希望する場合は、帰
住先のセンターに協力依頼 

福祉サービス等の申請支援 

刑務所出所後の受入れ先施設等の 

確保 

更生保護施設等の 
中間施設への一時 
入所(原則６か月) 

対象者刑務所出所 

受入れ先施設と対象者の面談 

地域生活定着支援センターの主な業務

受入先施設等 

相談支援 

フォローアップ 

【表４】 

　

ま
た
、
矯
正
施
設
退
所
時
に
同
行
し
て
、

受
入
先
へ
の
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

　

依
頼
か
ら
出
所
日
ま
で
概
ね
６
ヶ
月
以

上
の
期
間
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
刑

期
が
短
い
等
、
個
々
の
事
情
に
よ
り
、
期

間
が
６
ヶ
月
に
満
た
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
の
大
半

が
特
別
調
整
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
帰
住

先
は
あ
る
が
福
祉
的
支
援
が
必
要
な
者
に

対
す
る
支
援
を
一
般
調
整
と
呼
び
ま
す
。

②
相
談
支
援
業
務

　

既
に
矯
正
施
設
を
退
所
し
た
者
及
び
そ

の
他
セ
ン
タ
ー
が
福
祉
的
な
支
援
を
必
要

と
す
る
と
認
め
る
者
に
つ
い
て
、
本
人
又

は
関
係
機
関
か
ら
の
相
談
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
福
祉

事
務
所
、
医
療
機
関
な
ど
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

③
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務

　

受
入
先
へ
繋
い
だ
後
も
、
安
定
し
た
地

域
生
活
の
実
現
の
た
め
に
、
一
定
期
間
継
続

し
て
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
出
所

後
も
対
象
者
に
寄
り
添
っ
て
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
受
入
先
施
設
等
に
対
し
て
、
処

遇
面
の
助
言
や
合
同
支
援
会
議
の
実
施
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
の
調
整
等
も
行
い
ま
す
。

　

福
岡
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー

の
小
畑 

孝
仁 

氏
（
今
年
４
月
か
ら
セ
ン

タ
ー
長
就
任
予
定
）
に
よ
る
と
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
業
務
よ
り
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業

務
の
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
対
象
者
の
帰
住
先
は
、
単
身
居
宅
、

福
祉
事
業
所
、
更
生
保
護
施
設
、
救
護
施

設
等
入
居
の
形
態
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
単
身
居
宅
の
場
合
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
社
会
資
源
に
つ
な
が
り
に
く
く
、

利
用
で
き
る
資
源
が
な
い
た
め
、
セ
ン

タ
ー
で
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
長
期
化
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

支
援
中
の
対
象
者
は
、
生
活
保
護
や
年
金

受
給
に
よ
る
家
計
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。
中
に
は
、
就
労
に
よ
る
給
与
収
入
の

み
で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
も
い
ま
す
。」

と
小
畑
氏
は
言
い
ま
す
。

　

司
法
か
ら
福
祉
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
中

で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

① 

矯
正
施
設
内
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
面

談
回
数
や
時
間
等
に
限
界
が
あ
る
。
素

顔
の
本
人
が
見
え
な
い
、
生
活
実
態
が

つ
か
め
な
い
等
。（
更
生
施
設
等
の
中

間
施
設
を
経
由
す
る
こ
と
で
、
面
会
、

見
学
、
体
験
利
用
等
の
段
取
り
は
可
能
）

② 

車
い
す
等
身
体
的
理
由
に
よ
り
中
間
施

設
の
利
用
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

③ 

受
入
れ
先
や
地
域
社
会
で
受
刑
者
に
対

す
る
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
不
安
感

が
あ
る
。

④ 

措
置
権
者
決
定
や
帰
住
地
決
定
に
つ
い

て
、
本
籍
地
、
住
民
票
、
現
在
地
、
帰
住

希
望
地
等
が
交
錯
す
る
こ
と
が
あ
る
。

⑤ 

利
用
者
の
判
断
能
力
の
低
下
、
福
祉
へ

の
認
識
・
経
験
不
足
が
あ
る
。

福
岡
県
地
域
生
活
定
着
支
援

セ
ン
タ
ー
の
取
組

　

福
岡
県
で
は
、
平
成
22
年
に
地
域
生
活

定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
現
在

６
名
体
制
で
特
定
非
営
利
活
動
法
人
抱
樸

（
ほ
う
ぼ
く
）
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
業
務
と
し
て
は
次
の
３
つ
が
あ
り

ま
す
。（
表
４
参
照
）

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務

　

保
護
観
察
所
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、

矯
正
施
設
入
所
者
を
対
象
と
し
て
、
退
所

後
の
生
活
に
お
い
て
必
要
な
諸
般
の
福
祉

的
手
立
て
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

主
な
支
援
と
し
て
、
対
象
者
と
の
面
接
・

ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
支
援
の
方
向
性
の
検
討
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
者
手
帳
の
申

請
支
援
、
受
入
先
の
選
定
及
び
確
保
等
で

す
。

福
岡
県
地
域
生
活
定
着
支
援 

セ
ン
タ
ー
の
取
組 

福
岡
県
で
は
、
平
成

年
に
地
域
生
活

定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、現
在
６

名
体
制
で
特
定
非
営
利
活
動
法
人
抱
樸（
ほ

う
ぼ
く
）
が
運
営
し
て
い
ま
す
。 

主
な
業
務
と
し
て
は
次
の
３
つ
が
あ
り

ま
す
。（
表
４
参
照
）

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務

保
護
観
察
所
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、矯

正
施
設
入
所
者
を
対
象
と
し
て
、退
所
後
の

生
活
に
お
い
て
必
要
な
諸
般
の
福
祉
的
手

立
て
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

主
な
支
援
と
し
て
、
対
象
者
と
の
面
接
・

ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
支
援
の
方
向
性
の
検
討
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
者
手
帳
の
申

請
支
援
、受
入
先
の
選
定
及
び
確
保
等
で
す
。

ま
た
、
矯
正
施
設
退
所
時
に
同
行
し
て
、

受
入
先
へ
の
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

依
頼
か
ら
出
所
日
ま
で
概
ね
６
ヶ
月
以

上
の
期
間
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、刑
期

が
短
い
等
、
個
々
の
事
情
に
よ
り
、
期
間
が

６
ヶ
月
に
満
た
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
の
大
半
が

特
別
調
整
で
す
。こ
れ
に
対
し
、帰
住
先
は

あ
る
が
福
祉
的
支
援
が
必
要
な
者
に
対
す

る
支
援
を
一
般
調
整
と
呼
び
ま
す
。

②
相
談
支
援
業
務

既
に
矯
正
施
設
を
退
所
し
た
者
及
び
そ

の
他
セ
ン
タ
ー
が
福
祉
的
な
支
援
を
必
要

と
す
る
と
認
め
る
者
に
つ
い
て
、本
人
又
は

関
係
機
関
か
ら
の
相
談
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、福
祉
事
務

所
、医
療
機
関
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

③
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務

受
入
先
へ
繋
い
だ
後
も
、安
定
し
た
地
域

生
活
の
実
現
の
た
め
に
、一
定
期
間
継
続
し

て
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、出
所
後
も

対
象
者
に
寄
り
添
っ
て
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
受
入
先
施
設
等
に
対
し
て
、処
遇

面
の
助
言
や
合
同
支
援
会
議
の
実
施
、関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
の
調
整
等
も
行
い
ま
す
。

福
岡
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー

の
小
畑
孝
仁
氏（
今
年
４
月
か
ら
セ
ン
タ

ー
長
就
任
予
定
）に
よ
る
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
業
務
よ
り
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務

の
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
対
象
者
の
帰
住
先
は
、
単
身
居
宅
、福
祉

事
業
所
、更
生
保
護
施
設
、
救
護
施
設
等
入

居
の
形
態
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
単
身
居
宅
の
場
合
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
社
会
資
源
に
つ
な
が
り
に
く
く
、利
用

で
き
る
資
源
が
な
い
た
め
、セ
ン
タ
ー
で
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
長
期
化
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
中
の
対

象
者
は
、生
活
保
護
や
年
金
受
給
に
よ
る
家

計
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
就

労
に
よ
る
給
与
収
入
の
み
で
生
計
を
立
て

て
い
る
人
も
い
ま
す
。」
と
小
畑
氏
は
言
い

ま
す
。

司
法
か
ら
福
祉
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
中

で
、次
の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

①
矯
正
施
設
内
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、面
談

回
数
や
時
間
等
に
限
界
が
あ
る
。素
顔
の

本
人
が
見
え
な
い
、生
活
実
態
が
つ
か
め

な
い
等
。（
更
生
施
設
等
の
中
間
施
設
を

経
由
す
る
こ
と
で
、
面
会
、
見
学
、
体
験

利
用
等
の
段
取
り
は
可
能
）

②
車
い
す
等
身
体
的
理
由
に
よ
り
中
間
施

設
の
利
用
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

③
受
入
れ
先
や
地
域
社
会
で
受
刑
者
に
対

す
る
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、不
安
感
が

あ
る
。

④
措
置
権
者
決
定
や
帰
住
地
決
定
に
つ
い

て
、
本
籍
地
、
住
民
票
、
現
在
地
、
帰
住

希
望
地
等
が
交
錯
す
る
こ
と
が
あ
る
。

⑤
利
用
者
の
判
断
能
力
の
低
下
、福
祉
へ
の

認
識
・
経
験
不
足
が
あ
る
。

地域生活定着支援センター 

矯正施設(刑務所)で対象者選定 

保護観察所で対象者認定 

特別調整等協力依頼 

対象者との面会(アセスメント) 

福祉サービス等調整計画の作成、 

保護観察所に提出 

受入れ先施設等確保のための調整 
 
※本人が県外へ帰住を希望する場合は、帰
住先のセンターに協力依頼 

福祉サービス等の申請支援 

刑務所出所後の受入れ先施設等の 

確保 

更生保護施設等の 
中間施設への一時 
入所(原則６か月) 

対象者刑務所出所 

受入れ先施設と対象者の面談 

地域生活定着支援センターの主な業務

受入先施設等 

相談支援 

フォローアップ 

【表４】 
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⑥
犯
歴
に
よ
っ
て
は
受
入
れ
が
難
し
い
。

（
性
犯
罪
や
放
火
犯
は
地
域
と
の
協
定

上
不
可
と
い
う
施
設
も
あ
る
）

こ
の
よ
う
に
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、福

祉
施
設
へ
の
受
入
れ
に
際
し
て
小
畑
氏
が

心
が
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

「
ま
ず
は
福
祉
施
設
側
に
事
前
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ト
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
提
供
し
、

受
入
れ
の
可
否
を
判
断
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
紙
面
の
み
の
情
報
で
は
、
対

象
者
の
様
子
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。過
去
の
犯
罪
歴
か
ら
凶
悪
犯
と

受
け
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
は
、福
祉
の
支
援
か
ら
漏

れ
て
し
ま
い
、助
け
て
も
ら
え
る
機
関
や
人

に
繋
が
ら
ず
、犯
罪
に
手
を
染
め
て
し
ま
っ

た
人
た
ち
な
の
で
す
。罪
名
だ
け
で
は
判
断

で
き
な
い
人
間
像
を
い
か
に
施
設
側
へ
お

伝
え
す
る
か
が
大
切
に
な
り
ま
す
。」

最
後
に
福
祉
施
設
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
と
し
て
、「
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ

ー
の
働
き
や
罪
を
犯
し
た
障
害
者・
高
齢
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
と

と
も
に
、『
受
入
れ
て
み
よ
う
』『
や
っ
て
み

よ
う
』と
扉
を
開
け
る
福
祉
施
設
が
一
つ
で

も
増
え
て
欲
し
い
で
す
。
さ
ら
に
、
行
き
場

を
な
く
し
、罪
を
犯
し
た
人
が
も
う
一
度
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
一
翼
を

担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。」
と
小
畑
氏
は
語
り
ま
し
た
。

               

そ
れ
で
は
、
受
入
れ
る
側
の
福
祉
施
設
で

は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
ま
で
に
３
名
の
触
法
者
を
受
け
入

れ
た
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
い
か
い

（
福
岡
市
博
多
区
）
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
い
か
い
の

取
組 

  

「
触
法
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
当
初

大
反
対
し
て
い
ま
し
た
。」そ
う
語
る
の
は
、

ホ
ー
ム
管
理
者
の
北
郷
ま
ゆ
み
さ
ん
。

「
開
設
し
て
間
も
な
い
事
業
所
で
、体
制

を
整
え
る
こ
と
が
先
決
だ
と
思
い
、議
論
を

重
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の

『
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
す
る
道
を
断
つ

べ
き
で
は
な
い
』
と
い
う
言
葉
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
受
入
れ
を
決
心
し
ま
し
た
。 

受
入
れ
る
に
は
、地
域
の
方
々
の
理
解
も

必
要
と
考
え
、ご
近
所
へ
の
挨
拶
回
り
だ
け

で
な
く
、町
内
会
等
で
説
明
会
を
行
い
ま
し

た
。大
変
厳
し
い
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、幸
い
に
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」
と
受
入
れ
ま

で
の
経
緯
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
受
入
直
後
の
触
法
の
利
用
者
は
、環
境

の
変
化
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
く
、ホ
ー
ム
を

飛
び
出
し
た
り
、他
の
利
用
者
に
刑
務
所
に

い
た
こ
と
を
話
す
等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り

ま
し
た
が
、私
達
ス
タ
ッ
フ
が
常
に
寄
り
添

う
こ
と
で
、少
し
ず
つ
落
ち
着
き
取
り
戻
し

て
き
ま
し
た
。
支
援
を
行
う
上
で
、
傾
聴
が

と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、ス
タ
ッ
フ
の
ケ
ア
も
管
理
者
の
大

切
な
仕
事
で
す
。利
用
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
間

に
入
っ
て
調
整
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。ス

タ
ッ
フ
の
専
門
性
の
強
化
は
課
題
で
も
あ

り
、
触
法
者
の
理
解
に
関
す
る
学
習
の
機
会

が
少
な
い
の
で
、
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
関
係
機
関

と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。」 

受
入
れ
る
施
設
側
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
お
伺
い
す
る
と
、「
福
祉
施
設
に
と
っ
て
、

地
域
生
活
移
行
個
別
特
別
加
算
等
の
メ
リ

ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り

も
罪
を
犯
し
た
人
の
人
生
の
出
直
し
に
寄

り
添
え
る
こ
と
が
最
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
達
も
最
初
は
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
受
入
れ
て
み
る
と
素
直

な
人
ば
か
り
で
し
た
。
罪
を
犯
し
て
も
、
結

局
は
一
人
の
人
間
な
の
で
す
。
」
と
熱
く
語

り
ま
す
。 

北
郷
さ
ん
は
こ
う
続
け
ま
す
。 

「
『
行
き
場
を
な
く
し
た
人
々
の
負
の
連

鎖
を
断
つ
』
と
い
う
命
題
へ
福
祉
に
携
わ
る

者
が
取
組
む
こ
と
は
、
社
会
全
体
へ
の
貢
献

に
繋
が
り
ま
す
。 

障
害
ゆ
え
に
生
き
辛
さ
を
感
じ
て
い
る

触
法
者
に
対
し
て
、
少
し
で
も
選
択
肢
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」 

小畑氏が印象に残る福祉施設受入れ事例を
紹介していただきました。 
 
＜事例＞ 

長年にわたり受刑生活を繰り返していたＡさ

ん。一般社会での生活が短く、本人にとって、施

設と言えば矯正施設というイメージで、福祉につ

いての知識や理解はほぼありませんでした。 

検討の結果、養護老人ホームに受入れの相談を

行いました。 

出所前にもかかわらず、刑務所で当該施設職

員、措置権者の行政職員による本人面談を実施す

ることが出来ました。その際、ホーム内の規則、

過ごし方等について、施設の方が丁寧に説明して

いただいたことで、本人の不安が解消されまし

た。 

また、事前の打ち合わせや調整の結果、出所と

同時に上記ホームに入所することができました。 

本人がホームでの生活に戸惑うこともありま

したが、その都度、施設職員が対応し、必要に応

じて行政職員、当センターも含めケア会議を行う

など、話し合いの場を持つことができました。 

関係者間での情報共有、連携がうまく機能した

ケースで、改めて関係機関の協力が不可欠である

と実感しました。 

漏
れ
て
し
ま
い
、
助
け
て
も
ら
え
る
機
関

や
人
に
繋
が
ら
ず
、
犯
罪
に
手
を
染
め
て

し
ま
っ
た
人
た
ち
な
の
で
す
。
罪
名
だ
け

で
は
判
断
で
き
な
い
人
間
像
を
い
か
に
施

設
側
へ
お
伝
え
す
る
か
が
大
切
に
な
り
ま

す
。」

　

最
後
に
福
祉
施
設
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
と
し
て
、「
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン

タ
ー
の
働
き
や
罪
を
犯
し
た
障
害
者
・
高

齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

く
と
と
も
に
、『
受
入
れ
て
み
よ
う
』『
や
っ

て
み
よ
う
』
と
扉
を
開
け
る
福
祉
施
設
が

一
つ
で
も
増
え
て
欲
し
い
で
す
。
さ
ら
に
、

行
き
場
を
な
く
し
、
罪
を
犯
し
た
人
が
も

う
一
度
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。」
と
小
畑
氏
は
語
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
受
入
れ
る
側
の
福
祉
施
設

で
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
３
名
の
触
法
者

を
受
け
入
れ
た
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

さ
い
か
い
（
福
岡
市
博
多
区
）
で
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
い
か
い
の

取
組

　
「
触
法
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
当

初
大
反
対
し
て
い
ま
し
た
。」
そ
う
語
る

の
は
、
ホ
ー
ム
管
理
者
の
北
郷 

ま
ゆ
み

さ
ん
。

　
「
開
設
し
て
間
も
な
い
事
業
所
で
、
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
先
決
だ
と
思
い
、
議

論
を
重
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
ス
タ
ッ

フ
の
『
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
す
る
道
を

断
つ
べ
き
で
は
な
い
』
と
い
う
言
葉
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
受
入
れ
を
決
心
し
ま

し
た
。

　

受
入
れ
る
に
は
、
地
域
の
方
々
の
理
解

も
必
要
と
考
え
、
ご
近
所
へ
の
挨
拶
回
り

だ
け
で
な
く
、
町
内
会
等
で
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。
大
変
厳
し
い
ご
意
見
も
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。」
と
受
入
れ
ま
で
の
経
緯
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
受
入
直
後
の
触
法
の
利
用
者
は
、
環

境
の
変
化
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
く
、
ホ
ー

ム
を
飛
び
出
し
た
り
、
他
の
利
用
者
に
刑

務
所
に
い
た
こ
と
を
話
す
等
の
ト
ラ
ブ
ル

も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
達
ス
タ
ッ
フ
が
常

に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
落
ち
着

き
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。
支
援
を
行
う

上
で
、
傾
聴
が
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
ケ
ア
も
管
理
者
の

大
切
な
仕
事
で
す
。
利
用
者
と
ス
タ
ッ
フ

の
間
に
入
っ
て
調
整
す
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
の
強
化
は
課
題

で
も
あ
り
、
触
法
者
の
理
解
に
関
す
る
学

習
の
機
会
が
少
な
い
の
で
、
地
域
生
活
定

着
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
関
係
機
関
と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。」

　

受
入
れ
る
施
設
側
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
お
伺
い
す
る
と
、「
福
祉
施
設
に
と
っ

て
、
地
域
生
活
移
行
個
別
支
援
特
別
加
算

等
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
罪
を
犯
し
た
人
の
人
生

の
出
直
し
に
寄
り
添
え
る
こ
と
が
最
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私

達
も
最
初
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
受

入
れ
て
み
る
と
素
直
な
人
ば
か
り
で
し

た
。
罪
を
犯
し
て
も
、
結
局
は
一
人
の
人

間
な
の
で
す
。」
と
熱
く
語
り
ま
す
。

　

北
郷
さ
ん
は
こ
う
続
け
ま
す
。

「『
行
き
場
を
な
く
し
た
人
々
の
負
の
連
鎖

を
断
つ
』
と
い
う
命
題
へ
福
祉
に
携
わ
る

者
が
取
組
む
こ
と
は
、
社
会
全
体
へ
の
貢

献
に
繋
が
り
ま
す
。

　
障
害
ゆ
え
に
生
き
辛
さ
を
感
じ
て
い
る

触
法
者
に
対
し
て
、
少
し
で
も
選
択
肢
が

増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」

⑥ 

犯
歴
に
よ
っ
て
は
受
入
れ
が
難
し
い
。

（
性
犯
罪
や
放
火
犯
は
地
域
と
の
協
定

上
不
可
と
い
う
施
設
も
あ
る
）

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、
福

祉
施
設
へ
の
受
入
れ
に
際
し
て
小
畑
氏
が
心

が
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
福
祉
施
設
側
に
事
前
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト(

ア
セ
ス
メ
ン
ト)

を

提
供
し
、
受
入
れ
の
可
否
を
判
断
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
紙
面
の
み
の
情

報
で
は
、
対
象
者
の
様
子
を
正
確
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
過
去
の
犯
罪
歴

か
ら
凶
悪
犯
と
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。　

　

し
か
し
、
実
際
は
、
福
祉
の
支
援
か
ら

⑥
犯
歴
に
よ
っ
て
は
受
入
れ
が
難
し
い
。

（
性
犯
罪
や
放
火
犯
は
地
域
と
の
協
定

上
不
可
と
い
う
施
設
も
あ
る
）

こ
の
よ
う
に
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、福

祉
施
設
へ
の
受
入
れ
に
際
し
て
小
畑
氏
が

心
が
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

「
ま
ず
は
福
祉
施
設
側
に
事
前
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ト
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
提
供
し
、

受
入
れ
の
可
否
を
判
断
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
紙
面
の
み
の
情
報
で
は
、
対

象
者
の
様
子
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。過
去
の
犯
罪
歴
か
ら
凶
悪
犯
と

受
け
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
は
、福
祉
の
支
援
か
ら
漏

れ
て
し
ま
い
、助
け
て
も
ら
え
る
機
関
や
人

に
繋
が
ら
ず
、犯
罪
に
手
を
染
め
て
し
ま
っ

た
人
た
ち
な
の
で
す
。罪
名
だ
け
で
は
判
断

で
き
な
い
人
間
像
を
い
か
に
施
設
側
へ
お

伝
え
す
る
か
が
大
切
に
な
り
ま
す
。」

最
後
に
福
祉
施
設
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
と
し
て
、「
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ

ー
の
働
き
や
罪
を
犯
し
た
障
害
者・
高
齢
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
と

と
も
に
、『
受
入
れ
て
み
よ
う
』『
や
っ
て
み

よ
う
』と
扉
を
開
け
る
福
祉
施
設
が
一
つ
で

も
増
え
て
欲
し
い
で
す
。
さ
ら
に
、
行
き
場

を
な
く
し
、罪
を
犯
し
た
人
が
も
う
一
度
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
一
翼
を

担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。」
と
小
畑
氏
は
語
り
ま
し
た
。

               

そ
れ
で
は
、
受
入
れ
る
側
の
福
祉
施
設
で

は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
ま
で
に
３
名
の
触
法
者
を
受
け
入

れ
た
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
い
か
い

（
福
岡
市
博
多
区
）
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
い
か
い
の

取
組 

  

「
触
法
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
当
初

大
反
対
し
て
い
ま
し
た
。」そ
う
語
る
の
は
、

ホ
ー
ム
管
理
者
の
北
郷
ま
ゆ
み
さ
ん
。

「
開
設
し
て
間
も
な
い
事
業
所
で
、体
制

を
整
え
る
こ
と
が
先
決
だ
と
思
い
、議
論
を

重
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の

『
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
す
る
道
を
断
つ

べ
き
で
は
な
い
』
と
い
う
言
葉
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
受
入
れ
を
決
心
し
ま
し
た
。 

受
入
れ
る
に
は
、地
域
の
方
々
の
理
解
も

必
要
と
考
え
、ご
近
所
へ
の
挨
拶
回
り
だ
け

で
な
く
、町
内
会
等
で
説
明
会
を
行
い
ま
し

た
。大
変
厳
し
い
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、幸
い
に
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」
と
受
入
れ
ま

で
の
経
緯
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
受
入
直
後
の
触
法
の
利
用
者
は
、環
境

の
変
化
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
く
、ホ
ー
ム
を

飛
び
出
し
た
り
、他
の
利
用
者
に
刑
務
所
に

い
た
こ
と
を
話
す
等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り

ま
し
た
が
、私
達
ス
タ
ッ
フ
が
常
に
寄
り
添

う
こ
と
で
、少
し
ず
つ
落
ち
着
き
取
り
戻
し

て
き
ま
し
た
。
支
援
を
行
う
上
で
、
傾
聴
が

と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、ス
タ
ッ
フ
の
ケ
ア
も
管
理
者
の
大

切
な
仕
事
で
す
。利
用
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
間

に
入
っ
て
調
整
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。ス

タ
ッ
フ
の
専
門
性
の
強
化
は
課
題
で
も
あ

り
、
触
法
者
の
理
解
に
関
す
る
学
習
の
機
会

が
少
な
い
の
で
、
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
関
係
機
関

と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。」 

受
入
れ
る
施
設
側
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
お
伺
い
す
る
と
、「
福
祉
施
設
に
と
っ
て
、

地
域
生
活
移
行
個
別
特
別
加
算
等
の
メ
リ

ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り

も
罪
を
犯
し
た
人
の
人
生
の
出
直
し
に
寄

り
添
え
る
こ
と
が
最
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
達
も
最
初
は
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
受
入
れ
て
み
る
と
素
直

な
人
ば
か
り
で
し
た
。
罪
を
犯
し
て
も
、
結

局
は
一
人
の
人
間
な
の
で
す
。
」
と
熱
く
語

り
ま
す
。 

北
郷
さ
ん
は
こ
う
続
け
ま
す
。 

「
『
行
き
場
を
な
く
し
た
人
々
の
負
の
連

鎖
を
断
つ
』
と
い
う
命
題
へ
福
祉
に
携
わ
る

者
が
取
組
む
こ
と
は
、
社
会
全
体
へ
の
貢
献

に
繋
が
り
ま
す
。 

障
害
ゆ
え
に
生
き
辛
さ
を
感
じ
て
い
る

触
法
者
に
対
し
て
、
少
し
で
も
選
択
肢
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」 

小畑氏が印象に残る福祉施設受入れ事例を
紹介していただきました。 
 
＜事例＞ 

長年にわたり受刑生活を繰り返していたＡさ

ん。一般社会での生活が短く、本人にとって、施

設と言えば矯正施設というイメージで、福祉につ

いての知識や理解はほぼありませんでした。 

検討の結果、養護老人ホームに受入れの相談を

行いました。 

出所前にもかかわらず、刑務所で当該施設職

員、措置権者の行政職員による本人面談を実施す

ることが出来ました。その際、ホーム内の規則、

過ごし方等について、施設の方が丁寧に説明して

いただいたことで、本人の不安が解消されまし

た。 

また、事前の打ち合わせや調整の結果、出所と

同時に上記ホームに入所することができました。 

本人がホームでの生活に戸惑うこともありま

したが、その都度、施設職員が対応し、必要に応

じて行政職員、当センターも含めケア会議を行う

など、話し合いの場を持つことができました。 

関係者間での情報共有、連携がうまく機能した

ケースで、改めて関係機関の協力が不可欠である

と実感しました。 
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３，５００人が参加し、広がった輪！ 

           強くなった“きずな” 

オープニング・開会式典・講演
 今年のフェスティバルは、太宰府市立太宰府西中学校吹奏楽部（写真右上）

の演奏とマーチングで華々しく開会し、素敵な音色に楽しみながら聞き入っ

ていました。 

 開会式典では、小川 弘毅 本会会長と中村 政子 実行委員長の挨拶の後、

小川 洋 福岡県知事、井上 忠敏 福岡県議会議長から祝辞をいただき、今後

の活動の大きな励みとなりました。 

 その後の講演では、藤崎 洋子 氏が認知症を取り巻く社会環境や認知症の

人の心理等の講義を行った後、劇団ぶー（写真右下）による認知症の人を抱

える家族の苦悩を描いた介護劇とその解説等が行なわれ、参加者の皆さんは、

認知症に対する理解を深めることができました。 

ステージイベント
 クローバーホールでは、子どもたちによ

るダンスや太鼓の演奏が行われ、楽しいス

テージが繰り広げられており、来場された

皆さんの笑顔であふれていました。 

ボランティア活動別分科会
 ボランティア活動分科会は、「高齢者」、「障害

児者」、「災害」、「子育て」、「青少年健全育成」、

「環境」の６分科会が行われ、各分科会参加者の

皆さんの真剣な眼差しがとても印象的でした。 

                            

 

 

 

 

親子で楽しめるイベント
木工工作や人形劇、おもちゃの修理など、子

どもからシニアまで多くの世代が一緒に楽し

むことができました。 

 

 

 

 

  

 

福岡県まごころ製品販売フェア・食バザー
 『まごころ製品』美味しいものグラ

ンプリを受賞した「米粉あんぱん」や

「たまねぎドレッシング」など障害者

がつくるまごころ製品を販売しまし

た。あま～いポップコーンの香りに誘

われて、会場はたくさんの人であふれ、

昼食を食べながらご家族や友達同士で

談笑する姿が見られました。 

２月２１日（日）にクローバープラザ（春日市）でふくおか“きずな”フェスティバルを開催しました。 

これは、『共に支え合い、共に生きる地域社会の啓発・促進』を基本理念に、『子育て支援の輪』を広げ、ボランティ

アの『多分野交流』や『活動促進』を図ることで、福岡県の地域福祉を推進することを目的として開催したもので、県

内各地で活動するボランティアら約３，５００人が参加しました。 

この日は、ボランティア活動別分科会、親子で楽しめるイベント、まごころ製品販売会等に参加者同士の交流の輪が

広がりました。 

【問い合わせ先】 ふくおか“きずな”フェスティバル実行委員会 事務局
福岡県社会福祉協議会 地域福祉部 共生社会推進課内 ☎ ０９２ ５８４－３３７７
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―
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
は
、
住
民
の
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の

暮
ら
す
地
域
に
何
が
必
要
な
の
か
、
何
が

あ
れ
ば
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
く
な
る
の

か
、
「
自
分
た
ち
発
」
の
視
点
か
ら
事
業

や
活
動
を
考
え
る
べ
き
契
機
を
迎
え
て

い
ま
す
― 

 

本
会
で
は
、
去
る
２
月
１７
日
（
水
）
、

福
岡
国
際
会
議
場
（
福
岡
市
博
多
区
）
で
、

「
平
成
２７
年
度
み
ん
な
が
主
役
の
元
気

な
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、

地
域
福
祉
活
動
を
実
施
し
て
い
る
方
や

こ
れ
か
ら
活
動
し
よ
う
と
す
る
方
等
約

１
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

２
０
２
５
年
以
降
、
４
人
に
１
人
が

７５
歳
以
上
と
な
る
超
高
齢
社
会
が
到
来

す
る
と
予
測
さ
れ
、
国
で
は
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
す
「
地
域 

包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
進
め
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
は
創
設
か
ら

１５
年
目
を
迎
え
た
平
成
２７
年
４
月
に 

改
正
さ
れ
、
多
様
な
生
活
支
援
の
充
実
や

高
齢
者
の
社
会
参
加
と
地
域
に
お
け
る

支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
等
の
考
え
方 

が 

      

が
示
さ
れ
、
各
自
治
体
に
お
い
て
順
次
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
誰
も
が
地
域
で

普
通
に
」
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
活
動
し
て

い
る
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
通
称
、
Ｃ
Ｌ
Ｃ
） 

池
田 

昌
弘 
理
事
長
を
お
招
き
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
や

と
も
に
暮
ら
す
た
め
の
支
え
合
い
活
動

等
に
つ
い
て
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

◆
日
本
に
お
け
る
人
口
の
推
移
は
… 

「
日
本
の
人
口
は
、
昭
和
３０
年
頃
は

人
口
８
千
９
百
万
人
、
そ
れ
が
６０
年
か

け
て
１
億
２
千
８
百
万
人
ま
で
増
え
て
、

い
ま
減
少
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

        

４０
年
後
に
は
昭
和
３０
年
代
の
人
口
規

模
（
８
千
９
百
万
）
に
な
っ
て
い
く
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
の
構

成
は
、
１４
歳
以
下
の
人
口
が
減
っ
て
い

き
、
１５
～
６４
歳
の
、
い
わ
ゆ
る
生
産
年

齢
人
口
と
言
わ
れ
る
働
き
手
も
減
り
、

６５
歳
以
上
人
口
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

長
生
き
が
で
き
る
こ
と
は
と
て
も
幸
せ
な

こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
豊
か

に
し
て
い
く
の
か
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
す
。
」 

 

◆
全
国
の
事
例
か
ら 

 

「
私
は
全
国
各
地
を
訪
問
す
る
中
で
、

ラ
ジ
オ
体
操
を
き
っ
か
け
に
広
が
っ
た
取

組
が
多
数
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。 

あ
る
地
域
で
は
、
１０
年
前
に
２
人
で

は
じ
め
た
ラ
ジ
オ
体
操
が
、
今
で
は
３０

人
く
ら
い
集
ま
る
と
い
い
ま
す
。
終
わ
っ

た
後
は
お
し
ゃ
べ
り
し
て
解
散
す
る
そ

う
で
す
。
１
日
誰
と
も
話
さ
な
い
、
出
か

け
な
い
と
い
う
高
齢
者
も
い
る
中
で
、
朝

起
き
て
誰
も
が
馴
染
み
の
あ
る
体
操
で

汗
を
か
き
、
終
わ
る
と
み
ん
な
で
持
ち
寄

っ
た
お
茶
を
飲
み
、
来
て
い
な
い
人
が
い

れ
ば
、
み
ん
な
で
立
ち
寄
り
、
見
守
り
に

も
な
っ
て
い
る
。
お
金
の
か
か
ら
な
い
優

れ
た
活
動
で
す
。 

も
う
一
つ
の
地
域
で
は
、
体
操
と
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
、
１５
年
間
も

活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
長
い
期
間
で
、

互
い
に
気
に
か
け
合
い
、
困
っ
た
と
き
に

ち
ょ
っ
と
お
手
伝
い
し
合
う
関
係
が
で
き

て
、
そ
れ
が
生
活
支
援
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

案
外
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は
ど
こ
の
地

域
で
も
あ
り
、
小
さ
な
活
動
か
ら
支
え
合

い
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
」 

 

◆
全
国
の
先
進
事
例
に
気
付
か
さ
れ
る 

こ
と 

「
最
近
、
見
守
り
や
支
え
合
い
が
重
要

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、“
見
守
ら
れ
”
が

重
要
で
す
。
そ
れ
は
、
自
分
の
存
在
を
地

域
に
伝
え
合
う
こ
と
。
そ
れ
は
見
守
る
方

も
活
動
し
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
で
互
い
を
見
守
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

最
近
感
じ
て
い
る
の
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
参
加
者
と
な
り
学
習
す
る
講
義
形

式
の
研
修
で
は
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

行
っ
て
い
る
お
茶
会
等
の
活
動
内
容
を

発
表
す
る
ほ
う
が
、
地
域
に
お
け
る
支
え

合
い
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。 

皆
さ
ん
の
地
域
で
も
様
々
な
活
動
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
一

つ
ひ
と
つ
つ
な
げ
、
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、

住
み
や
す
い
地
域
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
」 

 

そ
の
他
た
く
さ
ん
の
事
例
を
交
え
な

が
ら
、
池
田
理
事
長
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

参
加
者
は
「
小
さ
な
活
動
で
も
、
つ
な

ぎ
合
わ
せ
て
い
け
ば
、
支
え
合
い
に
つ
な

が
る
。い
い
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ＣＬＣ 理事長 池田 昌弘 氏 

◆
実
践
！
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る 

 

地
域
で
支
え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
を

実
施
し
て
い
る
３
団
体
か
ら
活
動
開
始

の
経
緯
や
取
組
内
容
、
今
後
の
展
望
等
を

報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

①
大
浜
社
会
福
祉
協
議
会 

 

福
岡
市
博
多
区
の
大
浜
社
協
は
、
地
域

住
民
が
地
区
福
祉
座
談
会
を
経
て
、
平
成

２５
年
６
月
に
「
は
ま
お
う
助
っ
人
セ
ン
タ

ー
」
を
結
成
。
活
動
は
ゴ
ミ
だ
し
、
買
い

物
、
外
出
支
援
、
掃
除
、
電
球
交
換
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

「
活
動
で
は
、『m

u
s
t
=

し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
』
で
は
な
く
、
『w

an
t
=

し
た
い
、

し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
観
点
か
ら
発
想
し
、

『
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
人
が
、
で
き

る
時
に
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
相
手
と
つ
な
が
っ
て
こ
そ
で
き

る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
寄
り
添
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。 

課
題
と
し
て
、
必
要
な
人
に
活
動
の
情

報
を
届
け
る
こ
と
、
言
い
出
せ
な
い
人
に

ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
、
活
動
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
等
が
あ
り
ま
す
。

は
ま
お
う
助
っ
人
セ
ン
タ
ー
は
唄
で
喩

え
る
と
『
め
だ
か
の
学
校
』
み
た
い
な
も

の
で
、
誰
も
が 

先
生
で
も
生
徒 

で
も
な
い
横
並 

び
で
す
。
互
い 

の
自
由
な
発
言 

か
ら
活
動
が
生 

ま
れ
ま
す
。」 

②
川
瀬
北
区
北
シ
ネ
マ
サ
ロ
ン 

 

広
川
町
の
当
サ
ロ
ン
は
、
個
人
の
意
見

を
出
し
合
う
「
ア
イ
デ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
行
い
、
困
り
ご
と
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、

買
い
物
支
援
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活

動
の
延
長
線
上
で
、
自
分
た
ち
の
で
き
る

範
囲
で
新
た
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
当
サ
ロ
ン
で
は
、
映
画
上
映
と
そ
の

他
の
活
動
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
し
た
。
月
１
回
、
脳
ト
レ
・
講

話
・
ソ
フ
ト
体
操
な
ど
組
み
合
わ
せ
て
実

施
し
、
年
４
回
、
み
ん
な
で
楽
し
く
食
事

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ア
イ
デ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
で
『
歩

い
て
行
け
る
距
離
に
お
店
が
な
い
』
、『
自

分
の
目
で
見
て
欲
し
い
も
の
を
購
入
し

た
い
』
等
の
意
見
が
あ
り
、
行
政
と
１
年

間
協
議
を
行
い
、
車
両
を
無
償
で
貸
出
し

て
も
ら
い
、
買
い
物
支
援
者
運
行
を
は
じ

め
ま
し
た
。
利
用
者
に
は
独
居
の
方
も
お

ら
れ
、
買
い
物
の
日
を
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

す
ば
ら
し
い
仲
間
に
出
会
え
た
こ
と
。
し

か
し
、
団
塊
の
世
代
の
た
め
、
も
う
何
年

か
す
る
と
、
支
え
ら
れ
る
側
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

だ
か
ら
こ
そ
今 

後
も
継
続
で
き 

る
よ
う
な
仕
組 

み
づ
く
り
の
正 

念
場
だ
と
思
っ 

て
い
ま
す
。」 

③
下
矢
部
西
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

熊
本
県
山
都
町
の
下
矢
部
西
部
地
区
社

協
は
、
買
い
物
や
通
院
等
の
交
通
手
段
の
確

保
等
、
住
民
共
通
の
悩
み
を
解
消
し
、
生
活

の
質
の
維
持
向
上
や
助
け
合
い
、
生
き
が
い
、

楽
し
み
を
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
と
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
や
買
い
物
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
地
域
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

特
に
男
性
の
現
状
を
見
る
と
、
何
と
か
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
で
支
え

合
っ
て
最
後
ま
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
高

齢
者
の
声
を
拾
い
、
そ
れ
を
個
人
の
問
題

と
せ
ず
、
地
域
の
課
題
と
捉
え
、
そ
の
中

か
ら
取
り
組
む
活
動
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
過
去
に
起
こ
っ
た
災
害
の
経
験

か
ら
『
避
難
宿
泊
体
験
』
を
取
り
入
れ
、

体
験
を
通
し
、
地
域
住
民
と
更
な
る
関
係

強
化
を
築
い
て
い
ま
す
。
宿
泊
体
験
で
は

炊
き
出
し
訓
練
を
兼
ね
て
一
緒
に
食
事

を
作
り
、
そ
の
中
の
会
話
も
大
事
に
し
ま

す
。
会
話
か
ら
地
域
の
課
題
が
見
え
て
き

ま
す
。 

 

当
地
区
に
は
介
護
事
業
所
が
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
行
政
と
一
体
で
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
公
民
館
等
を
活
用
し
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
が 

出
来
れ
ば
、
住 

民
の
交
流
の
場
、 

介
護
予
防
等
の 

実
現
に
も
つ
な 

が
る
と
思
っ
て 

い
ま
す
。
」 

◆
地
域
で
実
践
！
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

福
岡
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会 

佐
藤 

靖
典 

専
務
理
事
を

は
じ
め
指
導
員
の
皆

さ
ん
が
「
３
６
５
日

の
紙
飛
行
機
」「
北
国

の
春
」
の
音
楽
に
乗

せ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
実
演
。 

 

「
座
り
っ
ぱ
な
し 

で
は
ど
う
な
り
ま 

す
か
？
健
康
寿
命 

が
縮
ま
る
、
糖
尿
病
、 

認
知
症
に
な
り
や 

す
く
な
り
ま
す
。 

み
ん
な
で
体
を
動 

か
し
、
こ
の
体
操 

を
地
域
で
実
践
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
参
加
者
全
員
で
実
演

し
ま
し
た
。 

「
社
会
性
が
低
下
す
る
と
こ
ろ
か
ら

活
動
性
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
の

地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
は
楽
し
い
と
自
信
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
元
気
な
高
齢
者

は
、
本
人
が
一
番
幸
せ
、
次
に
家
族
が
喜

び
、
ま
ち
が
喜
び
、
国
も
喜
び
ま
す
よ
。」

と
参
加
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

  

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

 

地
域
福
祉
部 

地
域
課 

 

☎ 

０
９
２
‐
５
８
４
‐
３
３
７
７ 

会長 本郷 清志 氏 

代表 秋吉   實 氏 

会長 津川 則光 氏 

小
さ
な
活
動
で
も
「
自
分
た
ち
発
」
の
視
点
で

つ
な
ぎ
合
わ
せ
れ
ば
、
支
え
合
い
に
つ
な
が
る

平
成
27
年
度
み
ん
な
が
主
役
の
元
気
な
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
報
告
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◆
実
践
！
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る 

 
地
域
で
支
え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
を

実
施
し
て
い
る
３
団
体
か
ら
活
動
開
始

の
経
緯
や
取
組
内
容
、
今
後
の
展
望
等
を

報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

①
大
浜
社
会
福
祉
協
議
会 

 

福
岡
市
博
多
区
の
大
浜
社
協
は
、
地
域

住
民
が
地
区
福
祉
座
談
会
を
経
て
、
平
成

２５
年
６
月
に
「
は
ま
お
う
助
っ
人
セ
ン
タ

ー
」
を
結
成
。
活
動
は
ゴ
ミ
だ
し
、
買
い

物
、
外
出
支
援
、
掃
除
、
電
球
交
換
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

「
活
動
で
は
、『m

u
s
t
=

し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
』
で
は
な
く
、
『w

an
t
=

し
た
い
、

し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
観
点
か
ら
発
想
し
、

『
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
人
が
、
で
き

る
時
に
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
相
手
と
つ
な
が
っ
て
こ
そ
で
き

る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
寄
り
添
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。 

課
題
と
し
て
、
必
要
な
人
に
活
動
の
情

報
を
届
け
る
こ
と
、
言
い
出
せ
な
い
人
に

ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
、
活
動
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
等
が
あ
り
ま
す
。

は
ま
お
う
助
っ
人
セ
ン
タ
ー
は
唄
で
喩

え
る
と
『
め
だ
か
の
学
校
』
み
た
い
な
も

の
で
、
誰
も
が 

先
生
で
も
生
徒 

で
も
な
い
横
並 

び
で
す
。
互
い 

の
自
由
な
発
言 

か
ら
活
動
が
生 

ま
れ
ま
す
。」 

②
川
瀬
北
区
北
シ
ネ
マ
サ
ロ
ン 

 

広
川
町
の
当
サ
ロ
ン
は
、
個
人
の
意
見

を
出
し
合
う
「
ア
イ
デ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
行
い
、
困
り
ご
と
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、

買
い
物
支
援
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活

動
の
延
長
線
上
で
、
自
分
た
ち
の
で
き
る

範
囲
で
新
た
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
当
サ
ロ
ン
で
は
、
映
画
上
映
と
そ
の

他
の
活
動
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
し
た
。
月
１
回
、
脳
ト
レ
・
講

話
・
ソ
フ
ト
体
操
な
ど
組
み
合
わ
せ
て
実

施
し
、
年
４
回
、
み
ん
な
で
楽
し
く
食
事

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ア
イ
デ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
で
『
歩

い
て
行
け
る
距
離
に
お
店
が
な
い
』
、『
自

分
の
目
で
見
て
欲
し
い
も
の
を
購
入
し

た
い
』
等
の
意
見
が
あ
り
、
行
政
と
１
年

間
協
議
を
行
い
、
車
両
を
無
償
で
貸
出
し

て
も
ら
い
、
買
い
物
支
援
者
運
行
を
は
じ

め
ま
し
た
。
利
用
者
に
は
独
居
の
方
も
お

ら
れ
、
買
い
物
の
日
を
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

す
ば
ら
し
い
仲
間
に
出
会
え
た
こ
と
。
し

か
し
、
団
塊
の
世
代
の
た
め
、
も
う
何
年

か
す
る
と
、
支
え
ら
れ
る
側
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

だ
か
ら
こ
そ
今 

後
も
継
続
で
き 

る
よ
う
な
仕
組 

み
づ
く
り
の
正 

念
場
だ
と
思
っ 

て
い
ま
す
。」 

③
下
矢
部
西
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

熊
本
県
山
都
町
の
下
矢
部
西
部
地
区
社

協
は
、
買
い
物
や
通
院
等
の
交
通
手
段
の
確

保
等
、
住
民
共
通
の
悩
み
を
解
消
し
、
生
活

の
質
の
維
持
向
上
や
助
け
合
い
、
生
き
が
い
、

楽
し
み
を
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
と
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
や
買
い
物
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
地
域
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

特
に
男
性
の
現
状
を
見
る
と
、
何
と
か
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
で
支
え

合
っ
て
最
後
ま
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
高

齢
者
の
声
を
拾
い
、
そ
れ
を
個
人
の
問
題

と
せ
ず
、
地
域
の
課
題
と
捉
え
、
そ
の
中

か
ら
取
り
組
む
活
動
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
過
去
に
起
こ
っ
た
災
害
の
経
験

か
ら
『
避
難
宿
泊
体
験
』
を
取
り
入
れ
、

体
験
を
通
し
、
地
域
住
民
と
更
な
る
関
係

強
化
を
築
い
て
い
ま
す
。
宿
泊
体
験
で
は

炊
き
出
し
訓
練
を
兼
ね
て
一
緒
に
食
事

を
作
り
、
そ
の
中
の
会
話
も
大
事
に
し
ま

す
。
会
話
か
ら
地
域
の
課
題
が
見
え
て
き

ま
す
。 

 

当
地
区
に
は
介
護
事
業
所
が
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
行
政
と
一
体
で
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
公
民
館
等
を
活
用
し
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
が 

出
来
れ
ば
、
住 

民
の
交
流
の
場
、 

介
護
予
防
等
の 

実
現
に
も
つ
な 

が
る
と
思
っ
て 

い
ま
す
。
」 

◆
地
域
で
実
践
！
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

福
岡
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会 

佐
藤 

靖
典 

専
務
理
事
を

は
じ
め
指
導
員
の
皆

さ
ん
が
「
３
６
５
日

の
紙
飛
行
機
」「
北
国

の
春
」
の
音
楽
に
乗

せ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
実
演
。 

 

「
座
り
っ
ぱ
な
し 

で
は
ど
う
な
り
ま 

す
か
？
健
康
寿
命 

が
縮
ま
る
、
糖
尿
病
、 

認
知
症
に
な
り
や 

す
く
な
り
ま
す
。 

み
ん
な
で
体
を
動 

か
し
、
こ
の
体
操 

を
地
域
で
実
践
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
参
加
者
全
員
で
実
演

し
ま
し
た
。 

「
社
会
性
が
低
下
す
る
と
こ
ろ
か
ら

活
動
性
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
の

地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
は
楽
し
い
と
自
信
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
元
気
な
高
齢
者

は
、
本
人
が
一
番
幸
せ
、
次
に
家
族
が
喜

び
、
ま
ち
が
喜
び
、
国
も
喜
び
ま
す
よ
。」

と
参
加
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

  

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

 

地
域
福
祉
部 

地
域
課 

 

☎ 

０
９
２
‐
５
８
４
‐
３
３
７
７ 

会長 本郷 清志 氏 

代表 秋吉   實 氏 

会長 津川 則光 氏 

☎
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本会では、各種社会福祉施設で構成する協議会の事務局（１１種別）を担っています。 
今年度は、このコーナーで順次各種別協議会の活動等を紹介します。 

福岡県婦⼈保護・救護施設協議会 

福岡県社会福祉法⼈経営者協議会 

 
 

 

県内には婦⼈保護施設２カ所（全国４８カ所）、

救護施設７カ所（全国１８６カ所）があります。 
この２種別の施設は、⼊所対象、⼿続に相違はありま

すが、⾃⽴⽀援のための、「社会資源の活⽤」「福祉事

務所等の関係機関・医療機関・施設間の連絡調整」が

共通しています。このため、共同で協議会をつくり、情報の

共有化、研修を実施しているところです。 
また、近年は「⽣活困窮者の⾃⽴⽀援」が国としても

重要な課題となっており、種別を問わず、各施設での取

組みの重要性が⾼まっています。 
本協議会では、この様な国の動向等の情報の共有化

を図り、具体的な⽀援に反映させるほか、⾃⽴⽀援で先

進的な取組みを進めている施設関係者を招いての研修

会を開催するなど、最適な⾃⽴⽀援を追及するとともに、

各施設が積極的にその役割を果たせるよう、今後とも本

協議会の活動を進めてまいります。 

 

 
 

 
本会は、社会福祉法⼈の適正かつ安定的経営と⼊

所者処遇の向上等を図ることを目的に組織した、県内

社会福祉施設経営者の⾃主的な団体であり、現在の

会員数は２４１法⼈（平成２８年３⽉１⽇現 
在）です。 

年４回程度実施しているセミナー等で、今国会にお

いて成⽴が図られる⾒通しとなっている社会福祉法改

正法案や、社会福祉法⼈のガバナンスの強化等、社

会福祉に関する最新の動向について学べる場を提供し

ています。 
さらに、現在、社会福祉法⼈には、社会福祉事業の

主たる担い⼿であると同時に、制度や市場原理では満

たされない⽣活課題・地域のニーズについて率先して対

応していく「地域における公益的な活動」が求められてい

ます。県経営協では、それらに対応する、地域公益活

動の取り組みの⼀つとして、県内の社会福祉法⼈が各

地区で連携し、制度の狭間で⽣活困窮に陥っている

⼈々等に対して、各法⼈に配置されたサポーターが相

談⽀援を⾏い、⽣活を⽴て直すための緊急⽀援を⾏う

「ふくおかライフレスキュー事業」をモデル的に実施してい

ます。今年度は、３７名のサポーターを養成し、今後県

内２地区でモデル事業を実施しながら、より効果的な

事業展開を図っていきます。 
現在、各種別・社協を問わず社会福祉法⼈には、これ

までの各法⼈が取り組んできた地域貢献活動だけでなく、

各法⼈が地域で連携し、その専門性を活かしながら地域

の課題に対応していくことが、非課税法⼈にふさわしい取り

組みとして地域住⺠に強く期待されています。私たちは、そ

の期待に応えるため、社会福祉法⼈の存在意義を発揮し、

今⽇的課題である制度の狭間の問題に、積極的に取り

組んでいきます。また、各種の情報提供も随時⾏っていま

すので、未加⼊の法⼈は、ぜひ加⼊いただきますようお願

いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

社会福祉施設 種別協議会 紹介 

【各種別協議会 事務局】  施設福祉部 施設課内  （春日市原町 3-1-7 ｸﾛｰﾊﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ西棟 6階） 
TEL ０９２－５８４－３３７７（代表）  FAX ０９２－５８４－３３６９・３３８１ 

１⽉にふくおかライフレスキュー事業サポーター養成研修を開催しました
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厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
５
年
に
は
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
５
人
に
１
人

が
認
知
症
、
そ
の
数
は
７
０
０
万
人
を
超

え
る
と
の
推
計
値
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

も
し
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
対
応
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
不
安
に
感
じ
る
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
年
で
創
立
３５
周
年
を
迎
え
る
公
益

社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
福

岡
県
支
部
で
は
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
や
理
解
の
推
進
、
認
知
症

の
人
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
相
談
や
指

導
等
の
支
援
を
目
的
に
、
次
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
つ
ど
い
の
開
催
（
１
年
に
２４
回
程
度
） 

○
電
話
や
面
接
に
よ
る
介
護
相
談
の
実
施 

（
開
局
日
の
１１
時
か
ら
１５
時
） 

○
会
報
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
発
行
（
毎
月
） 

○
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
記
念
講
演

会
、
街
頭
活
動
（
年
１
回
）
な
ど 

  

世
話
人
副
代
表
の
岡
村
さ
ん
は
、
「
認

知
症
に
関
す
る
新
し
い
情
報
や
つ
ど
い

の
報
告
、
様
々
な
介
護
体
験
を
伝
え
て
い

く
た
め
に
、
支
部
会
報
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の 

  

発
行
は
と
て
も
重
要
で
す
。
多
く
の
人
に

読
ん
で
い
た
だ
き
、
つ
ど
い
に
も
参
加
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
共
同
募
金
の
配
分
金

は
、
こ
の
会
報
の
発
行
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

認
知
症
の
人
と
家
族
を
支
え
る
活
動

に
共
同
募
金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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【
問
い
合
わ
せ
先
】 

福
岡
県
共
同
募
金
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☎ 

０
９
２-

５
８
４-

３
３
８
８ 

認
知
症
の
人
と
家
族
を
支
え
る
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す 介護のつどいの様子 

認
知
症
に
関
す
る
質
問
や
悩
み
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
益
社
団
法
人

認
知
症
と
家
族
の
会
福
岡
県
支
部

☎
０
９
２
７
７
１
８
５
９
５

開
局
日
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

（
第
３
火
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

認
知
症
に
関
す
る
質
問
や
悩
み
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
益
社
団
法
人

　

認
知
症
と
家
族
の
会
福
岡
県
支
部

　

☎ 

０
９
２-

７
７
１-

８
５
９
５

　
　

開
局
日 

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

　
　

  

（
第
３
火
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

☎
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 ふくふくＩｎｆｏ 

 
 

 本会では、今年度もハローデイグループ様（代表取締役社長 加治 敬通様、本社：

北九州市小倉南区）からご寄付をいただきました。 

スーパーマーケット（アミューズメントフードホール）を経営されている同社では、

地域社会への還元活動の一環として、消費者が各店舗に設置された寄付先を選んで、

レシートで投票する消費者参加型の寄付を実施しておられます。この投票による比率

で同社の利益の一部である１，０００万円を按分し、各団体に寄付されるものです。 

本会では、この寄付金を地域福祉活動の推進等に有効活用させていただきます。 

 
 

本寄付は、福岡県民共済協同組合様から平成１８年の組合創設２０

周年を契機として、毎年ご寄付いただいているもので、これまでに社

会福祉協議会の子育て支援や障害者の働く場である地域活動支援セン

ター等の活動用車両購入等の費用として活用させていただいてきまし

た。 

去る１月２６日（火）に行われた贈呈式では、福岡県民共済協同組

合 常務理事 石丸 一宏 様（写真左）から添島 浩 本会常務理事へ目

録が贈呈されました。 

今回は県内の日常生活自立支援事業の推進のための活動車両購入に

活用させていただきます。 

福岡県民共済協同組合様、ありがとうございました。 

 
 
介護福祉士等修学資金貸付制度とは、介護福祉士・社会福祉士の養成施設又は実務者養成施設に在学する学

生で、将来福岡県内において介護業務等に従事しようとする方に対し、資金の貸付を行う制度です。
 
■貸付対象者
（１）福岡県内の養成施設等又は実務者養成施設等に通学している方であること。ただし、県内に居住して

いる方で県内及び県外の養成施設等又は実務者養成施設等の通信課程に在学している方を含みます。 
（２）優秀な学生であると養成施設等又は実務者養成施設等の長が推薦する方であること。 
（３）修学に際し、経済的援助を必要とすること。 
（４）同種の修学資金又は修学に係る公的な経済支援を他者から受けていないこと。 
（５）養成施設を卒業後、福岡県内で介護業務等に従事しようとする方であること。 
 
■貸付制度の概要

貸付額 
養成施設等 

月額 ５０，０００円以内 
入学・就職準備金 各２００，０００円以内（各１回のみ） 
生活費加算 （※） 

実務者養成施設等 ２００，０００円以内 
利 子 無利子 貸付期間 養成施設に在学している期間 

保証人 連帯保証人２名が必要 返還免除 
資格取得後１年以内に、福岡県内において介護業務
等に従事し、かつ５年間引き続き従事した場合 

※貸付申請時に生活保護受給世帯やそれに準じる経済状況にある世帯の子等の場合、通常の貸付に加え、 
生活費加算を申請することができます。詳細は下記までお問い合わせください。 

 
■申請手続 養成施設等の入学後、養成施設等の窓口を通じて行います。 

【問い合わせ先】 福岡県社会福祉協議会 総務課 ☎ ０９２－５８４－３３７７

【お詫び】 本誌１５５号９頁に掲載の福岡県医薬品配置協会様からの医薬品寄贈の記事において、写真右は、
福岡県保健医療介護部薬務課長山浦俊明様の誤りでした。 訂正しお詫びいたします。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ふくふくＩｎｆｏ 

 
 

福岡トヨペット株式会社様から、今年度も県内の高齢者福祉施

設・障害者福祉施設３０カ所にそれぞれ１台ずつ車いすを寄贈され

ました。 

同社は平成１９年から今回までに3６6台の車いす寄贈を続け

てこられました。 

去る１２月１５日（火）に福岡トヨペット株式会社 谷口 正彦 

常務取締役が本会を来訪され、寄贈事業の報告があり、寄贈を受け

た施設から「足腰の不自由な利用者が多く、車いすで行動範囲が拡

がり、大変感謝しています。」との声が寄せられているそうです。 

福岡トヨペット株式会社様、ありがとうございました。 

 
社会福祉法人 読売光と愛の事業団西部支部様は、毎年末、福岡県内の母子生活支援施設の利用者へ「歳

末プレゼント」（１世帯あたり１万円）を贈られており、今年で３２年目を数えます。 

去る平成２７年１２月２１日（月）、読売新聞西部本社で行

われた目録寄贈式では、読売光と愛の事業団 上村 克也 事業部

長（写真右）が「毎年、寄付いただいた善意を母子支援施設に

入所の母子世帯へつなげていければとの思いで歳末プレゼント

を継続しています。この時期にクリスマスプレゼントやお年玉

として活用いただきたいと考えています。」と目録を贈呈され

ました。 

これを受けたアゼリア・宮田の野間口 博文 施設長（福岡県

母子生活支援施設協議会 副会長、写真左）は「経済的に厳しい

世帯も多い中、年末に多額の寄付をいただき、感謝申し上げま

す。いただいた浄財は社会と繋がっている事を母子に伝え、大

切に活用させていただきます。」とお礼を述べました。 

 
 

福岡県医薬品配置協会様（上村 光昭 会長、写真右）では、「薬と健康の週間」に因み、毎年児童養護

施設への医薬品の寄贈を行っておられます。 

今年度は、去る１０月３０日（金）に福岡県庁で医薬品（キ

ズ絆１,０００個）の贈呈式が行われました。 

同協会の上村会長は、「各施設の子ども達の保健衛生の向上

に役立てていただければ幸いです」と述べられ、受領した久留

米天使園 中島 俊則 園長（福岡県児童養護施設協議会 会長、

写真左）は、「児童養護施設の子ども達は、こちらがハラハラ

するほど、毎日元気に過ごしています。スポーツや走り回った

りしてケガをすることがよくあるので、寄贈いただいたキズ絆

は大切に活用させていただきます。」と感謝の言葉を述べまし

た。 

寄贈いただいた医薬品は、本会を通じて県内の各児童養護施

設（２０施設）にお贈りしています。 

この度は誠にありがとうございました。 

 

希望舎での寄贈式 

今年は７施設にプレゼントが贈られました 

子ども達の健康を願い、キズ絆を受け取りました 
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福岡県では、障害者施設で障害者の皆さんがつくる様々な商品・サービスを総称して「まごころ製品」

と呼び、販売促進に取り組んでいます。 

去る１月２０日から２４日までの５日間、福岡三越で第３回福岡県「まごころ製品」大規模販売会を

開催しました。 

 初日のオープニングセレモニーでは、叶 義文 福岡県セルプセンター会長と小川 洋 福岡県知事の主催

者あいさつ、原竹 岩海 福岡県議会副議長からの来賓あいさつに続き、第１回から開催に協力されている

株式会社岩田屋三越と博多食文化の会に対して小川県知事から感謝状が贈られました。 

販売会は、今回出店した一般社団法人「れんこん」の利用者 松村 勲

さんの掛け声とともにスタートし、「年々素晴らしい製品に仕上がっ

ている」との原竹副議長の言葉通り、県内から選りすぐりの「まごこ

ろ製品」が約 4万４，０００点並び、来場者の目を引いていました。 

２３、２４日には、博多食文化の会が、障害者施設でつくられた野

菜等を利用して料理を提供するチャリティイベントも行われました。 

最終日には大寒波による大雪の影響もありましたが、５日間の販売

会は多くの来場者で大変賑わいました。 

 
 福岡銀行様では、地域の子ども達に「読書」を通じて、豊かな人間性や感受性を育む「学び」の機会を

提供するという目的のもと、平成２４年度から福岡県内の児童養護施設に図書を寄贈されています。 

今年度は福岡都市圏の４つの児童養護施設に寄贈されました。 

 去る２月２４日（水）に和白青松園（福岡市東区）で行われた

贈呈式では、福岡銀行 副頭取 青柳 雅之 様（写真右端）からそ

れぞれの施設に目録を贈呈いただきました。 

 青柳副頭取は、「子どもさん達に今後必要な知識や教養を身に

付け、夢や好奇心をかきたてることに役立てていただきたい。」

と述べられました。 

子ども達にとって貴重な贈り物となり、感謝いたします。 

 

本会では、去る２月６日（土）に、クローバープラザ（春日市）で、「福祉のしごと就職フェア２０１６ ｉｎ 

ＦＵＫＵＯＫＡ」を開催しました。 

高齢社会の進展等により、福祉サービスのニーズの増大、高度化、複雑化が一層進んでいますが、若年

求職者の減少等から、福祉人材不足の状況が続いています。 

本フェアは、求人事業所と求職者が直接面談でき、即採用までつなげることができる場として福祉業界

からの期待が高く、県内各地の事業所から定数を大幅に上回る申込みを受け、当日は高齢・障害・児童分

野から１６０ブース、２，２４９名の求人がありました。 

今回の本フェアには福祉現場での就職を目指して約４００名の

来場がありました。会場では、自らの職場や求人内容を積極的に

PR する求人事業所の説明を熱心に聞きながら、将来を展望した

り、就職に対する不安や悩みを解消する参加者の姿が随所で見受

けられました。 

また、就職面談会のほか、就活応援セミナーや福祉に関する相

談コーナー、障害者のつくるまごころ製品販売コーナー等があり、

どのコーナーも多くの求職者で賑わいました。 

多くの来場者で賑わいました 
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